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豪雨時の防災意識に関する研究 
 

１年３組 東 歩希 １年３組 白井さくら １年３組 関本  結 

１年３組 山本 夢那 １年４組 村上 文菜 

指導者 松﨑 安紀 

１ 課題設定の理由 

  一昨年の夏、西日本豪雨が発生し、愛媛県にも被害が及んだ。その時、私たちの防災意識の

低さに気づかされた。これからも異常気象による豪雨災害が起こると考えられる。そこで、市

民の防災意識について調べ、さらに向上させるために私たちに何ができるかを考えたいと思い、

この課題を設定した。 

 

２ 実験・研究の方法 

(1) アンケート 

ア 日時 2019 年 11 月 14 日（木） 14:40～16:00 

イ  場所…フジ宇和島店 

ウ  調査人数…96 人 

エ  アンケート項目  

① 警戒レベルがいくつになったら避難するか 

② 災害時に備えて備蓄しているものは何か 

③ 災害や避難に関する情報をどのように得ているか 

(2) 集計分析 

エクセルで集計、グラフ化したものを基に考察した。 

 

３ 結果と考察 

アンケート結果を図１～４にまとめた。図１，２から、「全員避難」とされている警戒レベル

４までに避難すると答えた人が全体の 71％を占めていたので、人々の防災意識が高いことが分

かった。しかし、いつ避難するか決めていない人は全体の 13％もいた。警戒レベルについての

情報をまだ知らない人もいるからだと考えた。また、図３から、災害時に備えて備蓄している

もので、飲料、食料は多かったが、マスクやトイレットペーパーなど衛生に関するものは少な

かった。備えるように呼びかける必要があると感じた。図４から、現在、インターネットが普

及しているがテレビから災害や避難の情報を得る人が多かった。 

 

   

 

 

 

 

 

 

図１ 警戒レベルがいくつになったら避難するか 
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図２ 警戒レベル 

（気象庁ホームページより引用） 
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４ まとめと今後の課題 

  今回のアンケート調査から、災害や避難についての情報はテレビから得ている人が多いこと

が分かった。また、災害時に備えて飲料、食料を備蓄している人は多いが、衛生に関するもの

を備蓄している人は少ないと知ることができた。これからさらに、身の回りの人の防災意識を

高めるためには、UCAT などで放送されるテレビ番組で、飲料、食料に加え、タオルやティッ

シュなどの衛生に関するものも備蓄しておくことが大切だということや、警戒レベル３で高齢

者等が、警戒レベル４では全員が避難しなければならないことを伝えるべきだと考える。 
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（単位：人） 

 

図４ 災害に関する情報をどのように得ているか 

（単位：人） 

 
図３ 災害時に備えて備蓄しているものは何か 
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